
44
2
016
N
o.553

や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
か
い
て
き
で
げ
ん
き
な
ま
ち
の
情
報
紙

広
報
　
　
　

み
ん
な
仲
良
し

　
　
ピ
カ
ピ
カ
の
1
年
生
★



2平成28年４月号

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
人
口
増
を
目

指
し
た
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
と
し

て
、保
育
園
の
保
育
料
を
第
２
子
半
額・

第
３
子
以
降
無
料
化
、
幼
稚
園
保
育
料

の
無
料
化
、
小
児
医
療
費
の
無
料
化
を

原
則
18
歳
ま
で
拡
大
、
出
産
時
の
誕
生

祝
金
を
第
１
子
・
第
２
子
10
万
円
、
第

３
子
以
降
20
万
円
へ
倍
増
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種
へ

の
助
成
制
度
の
新
設
、
小
・
中
学
校
入

学
時
の
就
学
祝
金
制
度
の
新
設
を
し
て

お
り
、
結
婚
祝
金
も
５
万
円
か
ら
10
万

円
に
倍
増
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
定
住
・
交
流
人
口
の
増
加
の

た
め
、
移
住
を
求
め
て
来
町
さ
れ
る
方

を
対
象
に
し
た
お
試
し
住
宅
の
整
備
の

ほ
か
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の
上
限
額
を

20
万
円
か
ら
40
万
円
に
倍
増
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
定
住
促

進
奨
励
金
、
定
住
促
進
助
成
金
、
空
き

家
改
修
補
助
金
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
・
耐
震
改
修
助
成
制
度
に
よ
り
積
極

的
に
定
住
人
口
の
増
加
を
図
っ
て
お

り
、
観
光
事
業
や
空
き
家
活
用
新
規
創

業
支
援
補
助
金
と
併
せ
て
、
矢
掛
町
の

定
住
・
交
流
人
口
の
増
加
促
進
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
内
容
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

町債
8億1,610万円
（11.4％） 国庫支出金

7億2,092万円
（10.1％）

県支出金
4億1,738万円
　　　 （5.9％）

自主財源（33.1％）

地方消費税交付金など
3億7,500万円（5.3％）

分担金および負担金
　  2億112万円
　　　　　（2.8％）

繰入金 2億9,446万円
（4.1％）

諸収入 8,538万円
（1.2％）

使用料および手数料など
2億7,262万円（3.9％）

町税
15億700万円
（21.1％）

地方交付税
24億4,000万円
（34.2％）

歳入

71億
3,000万円

依存財源（66.9％）

平成28年度 矢掛町の予算予算
総務企画課財政管財係　☎（82）1010　有線0607問

一般会計歳入

平
成
28
年
度
の
主
な
内
容

（ 

一 

般 

会 

計 

）

テーマ
は

「子育て支
援施策の充

実」と

「定住・
交流人口

の増加」

平成 28 年度当初予算

★
総
務
費

◦
自
主
防
災
組
織
活
動
補
助
金２

０
０
万
円

◦
結
婚
祝
金
【
祝
金
倍
増
】
３
０
０
万
円

◦
定
住
促
進(

住
宅
新
築)

助
成
金

３
、７
０
０
万
円

◦
空
き
家
改
修
補
助
金 

１
、５
０
０
万
円

◦
■新 

全
国
移
住
ナ
ビ
映
像
制
作６

０
０
万
円

◦
■新 

お
試
し
住
宅
整
備　

  

４
３
５
万
円

◦
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

１
、０
３
０
万
円

◦
ラ
ジ
オ
放
送
委
託
（
情
報
発
信
）

１
３
０
万
円 

◦
地
域
振
興
事
業
（
辺
地
整
備
）

４
、０
３
０
万
円

◦
防
災
浸
水
対
策
事
業 

５
、１
３
０
万
円

◦
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
定
住
促
進
奨
励
金

８
０
０
万
円

★
民
生
費

◦
地
域
福
祉
バ
ス
運
行 

１
、３
４
７
万
円

◦
障
害
者
福
祉　
　
　
３
億
２
８
３
万
円

◦
臨
時
福
祉
給
付
金　

 

２
、２
３
６
万
円 

◦
誕
生
祝
金
【
祝
金
倍
増
】 

９
０
０
万
円 

◦
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等２

、８
０
２
万
円

◦
子
ど
も
医
療
費
【
18
歳
ま
で
拡
大
】

５
、９
０
０
万
円

◦
保
育
園
保
育
料

【
第
２
子
半
額
、
第
３
子
無
料
化
２
、５
０
０
万
円
軽
減
】

◦
児
童
手
当　
　

 

１
億
９
、６
３
０
万
円 

◦
障
害
児
通
所
支
援　

 

３
、９
２
９
万
円 

★
衛
生
費

◦
■新 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

３
６
５
万
円

◦
■新 

お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種
助
成55

万
円



3 平成28年４月号

総額157億 680万円

一般会計歳出

土木費
12億6,933万円
（17.8％）

総務費
8億9,013万円
（12.5％）

教育費
6億3,360万円
（8.9％）

公債費
6億75万円
（8.4％）

農林水産業費
5億9,955万円
（8.4％）

衛生費
5億6,144万円
（7.9％）

商工費 1億3,118万円
（1.8％）

議会費 9,162万円
（1.3％）

その他 1億5,373万円
（2.2％）

消防費
2億7,154万円
　　　 （3.8％）

民生費
19億2,713万円
（27.0％）

歳出

71億
3,000万円

平成28年度  各会計当初予算一覧表

平
成
27
年
度
繰
越
事
業

（
平
成
28
年
度
実
施
分
）

区　　　　分 当初予算額 対前年増減率
一 般 会 計 71 億 3,000 万円 0.1％

特　
　
別　
　
会　
　
計

国 民 健 康 保 険 21 億 3,500 万円 3.1％
介 護 保 険 19 億　700 万円 0.2％
後期高齢者医療 2 億 3,400 万円 12.5％
農 業 集 落 排 水 2 億 3,700 万円 △ 0.8％
公 共 下 水 道 12 億　300 万円 2.1％
住宅新築資金等 950 万円 90.0％
地 域 開 発 370 万円 △ 11.9％
各 財 産 区 945 万円 △ 7.4％
特 別 会 計 合 計 57 億 3,865 万円 2.1％

公
営
企
業
会
計

病 院 事 業 17 億 8,360 万円 1.6％
介護老人保健施設 3 億 4,355 万円 △ 4.9％
水 道 事 業 7 億 1,100 万円 △ 15.4％
公営企業会計合計 28 億 3,815 万円 △ 4.0％
合　　　　計 157 億　680 万円 0.1％

総
額
約
４
億
７
、５
６
３
万
円

　

平
成
27
年
度
に
予
算
化
さ
れ
た
も

の
の
う
ち
、次
の
事
業
を
平
成
28
年
度

に
繰
り
越
し
て
実
施
し
ま
す
。

◦�

農
林
水
産
業
費
…
畜
産
振
興（
牧
場

整
備
）

◦
商
工
費
…
観
光
施
設
改
修

◦�

土
木
費
…
道
路
改
良（
道
路
改
良
、

河
川
改
修
）

◦
消
防
費
…
消
防
施
設
整
備

◦�

教
育
費
…
非
構
造
部
材
耐
震
補
強

な
ど（
各
幼
稚
園
、
各
小
学
校
、
矢

掛
中
学
校
）

■
国
の
補
正
予
算
に
関
連
す
る
事
業
等

◦�

総
務
費
…
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
、賑
わ
い
の
青
空
市
な
ど

◦�

民
生
費
…
臨
時
福
祉
給
付
金
、孫
育

て
応
援
な
ど

◦�

農
林
水
産
業
費
…
薬
用
作
物
産
地

化
な
ど

◦�

商
工
費
…
空
き
家
活
用
新
規
創
業

支
援
な
ど

◦
土
木
費
…
空
き
家
実
態
調
査
な
ど

◦
各
種
健
診
等　
　
　

  

３
、０
７
５
万
円 

◦
妊
婦
健
診
支
援
事
業　

  

４
０
０
万
円 

◦
■新 

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
施
設
整
備
事
業85

万
円

★
農
林
水
産
業
費

◦
山
村
活
性
化
交
付
金
事
業１

、０
３
３
万
円 

◦
小
規
模
た
め
池
補
強
事
業１

、１
６
３
万
円

◦
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

３
、９
５
２
万
円

★
商
工
費

◦
空
き
家
活
用
新
規
創
業
支
援
事
業

１
、７
０
０
万
円

◦
■新 

地
方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
設
置
事
業

50
万
円

◦
や
か
げ
町
家
交
流
館
指
定
管
理
委
託

７
０
０
万
円

◦
や
か
っ
ぴ
ー
活
動
事
業　
１
２
６
万
円 

★
土
木
費

◦
耐
震
診
断
改
修
補
助
金　
５
６
０
万
円 

◦
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金【
上
限
倍
増
】

１
、３
０
０
万
円

◦
道
路
改
良　
　

 

６
億
２
、２
０
０
万
円

◦
ふ
る
さ
と
の
川
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

３
、０
０
０
万
円

◦
橋
り
ょ
う
改
良　
　

 

５
、５
９
０
万
円

★
消
防
費

◦
消
防
器
庫
建
替
等　

 

３
、０
２
３
万
円

★
教
育
費

◦
■新 

就
学
祝
金	

１
、０
０
０
万
円

◦
特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
幼
・
小
・
中
）

２
、５
０
０
万
円

◦
幼
稚
園
保
育
料
【
無
料
化
】

◦
■新 

総
合
運
動
公
園
指
定
管
理
委
託

２
、８
１
０
万
円

◦
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
用
備
品
改
修

８
４
０
万
円



住宅のリフォーム費用

工事費の1割を補助

第３子以降
第１・２子

20万円
10万円

子ども医療費無料

気軽に立ち寄れる

（授乳・おむつ交換のできる施設）
赤ちゃんの駅を整備 町内全地区に開設中

保育園保育料
第２子

第３子以降 無料
半額

予防接種の補助
18才までインフルエンザ 1回 1,500円助成

1回 3,000円助成6才までおたふくかぜ

不妊治療半額助成
上限20万円

放課後児童クラブ

入学祝金
小学校 ３万円
中学校 ５万円

定住を目的に住民登録をした人に
UIJターン者定住促進奨励金

結婚祝金
半年定住で

10万円
10年以上定住で

定住促進助成金・住宅団地促進助成金

暮らしの安全のために
木造住宅の耐震診断

耐震改修助成制度

居住するための空き家改修に
空き家改修補助金

空き家活用新規創業支援事業補助金
設備資金・経営支援・家賃補助

総務企画課企画係　☎（82）1010　有線0521問

町民課住民環境係　☎（82）1011　有線0551問

建設課管理住宅係　☎（82）1014　有線0605問 保健福祉課　☎（82）1013　有線0532問

教育課学校教育係　☎（82）2100　有線0621問産業観光課　☎（82）1016問

子育てするなら子育てするなら子育てするなら生活するなら生活するなら生活するなら
や
っ
ぱ
り
、矢
掛
町

や
っ
ぱ
り
、矢
掛
町

や
っ
ぱ
り
、矢
掛
町
！！！

平成28年度当初予算

誕生祝金を倍増

18歳まで延長

（助成額6万円）

（工事費の半額を助成、上限50万円） （上限40万円）

補助対象経費1／2

空き家を活用した新規創業に

妊婦健診支援
5万円

幼稚園保育料
無　料

4平成２8年4 月号



住宅のリフォーム費用

工事費の1割を補助

第３子以降
第１・２子

20万円
10万円

子ども医療費無料

気軽に立ち寄れる

（授乳・おむつ交換のできる施設）
赤ちゃんの駅を整備 町内全地区に開設中

保育園保育料
第２子

第３子以降 無料
半額

予防接種の補助
18才までインフルエンザ 1回 1,500円助成

1回 3,000円助成6才までおたふくかぜ

不妊治療半額助成
上限20万円

放課後児童クラブ

入学祝金
小学校 ３万円
中学校 ５万円

定住を目的に住民登録をした人に
UIJターン者定住促進奨励金

結婚祝金
半年定住で

10万円
10年以上定住で

定住促進助成金・住宅団地促進助成金

暮らしの安全のために
木造住宅の耐震診断

耐震改修助成制度

居住するための空き家改修に
空き家改修補助金

空き家活用新規創業支援事業補助金
設備資金・経営支援・家賃補助

総務企画課企画係　☎（82）1010　有線0521問

町民課住民環境係　☎（82）1011　有線0551問

建設課管理住宅係　☎（82）1014　有線0605問 保健福祉課　☎（82）1013　有線0532問

教育課学校教育係　☎（82）2100　有線0621問産業観光課　☎（82）1016問

子育てするなら子育てするなら子育てするなら生活するなら生活するなら生活するなら
や
っ
ぱ
り
、矢
掛
町

や
っ
ぱ
り
、矢
掛
町

や
っ
ぱ
り
、矢
掛
町
！！！

平成28年度当初予算

誕生祝金を倍増

18歳まで延長

（助成額6万円）

（工事費の半額を助成、上限50万円） （上限40万円）

補助対象経費1／2

空き家を活用した新規創業に

妊婦健診支援
5万円

幼稚園保育料
無　料

5 平成２8年4 月号



6平成28年４月号

水
道
業
務
係
長
事
務
取
扱
）

◇�

石
宮
周
子
／
矢
掛
病
院
副
看
護

部
長（
矢
掛
病
院
看
護
師
長
心

得
）

　
主
幹
級

◇�

三
宅
伸
幸
／
総
務
企
画
課
主

幹
・
財
政
管
財
係
長
事
務
取
扱

（
町
民
課
住
民
税
係
長
）

◇�

川
上
美
奈
／
総
務
企
画
課
主

幹
・
人
事
給
与
係
長
事
務
取
扱

（
町
民
課
主
幹
・
窓
口
係
長
事

務
取
扱
）

◇�

丹
下
千
里
／
保
健
福
祉
課
主

幹
・
子
育
て
支
援
室
長
（
総
務

企
画
課
人
事
給
与
係
長
）

◇�

守
屋
和
恵
／
保
健
福
祉
課
主

幹
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長
・
主
任
介
護
支
援
専
門
員

（
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
・
主
任
介
護
支

援
専
門
員
）

◇�

楠
木
貴
子
／
保
健
福
祉
課
主

幹
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
・

健
康
庶
務
係
長
事
務
取
扱
（
保

健
福
祉
課
主
幹
・
健
康
庶
務
係

長
事
務
取
扱
）

◇�

藤
永
人
文
／
産
業
観
光
課
主

幹
・
商
業
観
光
係
長
事
務
取
扱

（
上
下
水
道
課
上
水
道
業
務
係

長
）

　
課
長
級

◇�

小
川
公
一
／
町
民
課
長
・
窓
口

係
長
事
務
取
扱
（
町
民
課
長
代

理
・
住
民
環
境
係
長
事
務
取
扱
）

◇�

藤
原
徳
忠
／
会
計
管
理
者
・
会

計
課
長
・
会
計
係
長
事
務
取
扱

（
介
護
老
人
保
健
施
設
事
務
長
）

◇�

松
嶋
良
治
／
保
健
福
祉
課
長

（
保
健
福
祉
課
長
代
理
・
子
育

て
支
援
室
長
・
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
所
長
）

◇�

田
中
立
志
／
教
育
課
長
・
や
か

げ
文
化
セ
ン
タ
ー
次
長
（
保
健

福
祉
課
長
）

◇�

稲
田
欽
也
／
矢
掛
病
院
事
務
長

（
矢
掛
病
院
事
務
長
）

◇�

友
田
容
子
／
矢
掛
病
院
看
護
部

長
（
矢
掛
病
院
副
看
護
部
長
）

　
課
長
代
理
級

◇�
平
井
勝
志
／
町
民
課
長
代
理
・

住
民
環
境
係
長
事
務
取
扱
（
建

設
課
主
幹
・
管
理
住
宅
係
長
事

務
取
扱
）

◇�

守
屋
裕
文
／
建
設
課
長
代
理
・

管
理
住
宅
係
長
事
務
取
扱
（
総

務
企
画
課
主
幹
・
財
政
管
財
係

長
事
務
取
扱
）

◇�

稲
田
由
紀
子
／
上
下
水
道
課
長

代
理
・
下
水
道
業
務
係
長
事
務

取
扱
（
上
下
水
道
課
主
幹
・
下

◇�

徐
　
　
揚
／
矢
掛
病
院
内
科
診

療
部
長
（
矢
掛
病
院
内
科
診
療

部
長
・
薬
局
長
事
務
取
扱
）

　
医　

師

◇�

村
上
正
和
／
矢
掛
病
院
長
・
薬

局
長
事
務
取
扱（
矢
掛
病
院
長
）

◇�

河
上
昌
弘
／
産
業
観
光
課
主

幹
・
農
林
振
興
係
長
事
務
取
扱

（
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係
長
）

◇�

昼
田
好
彦
／
上
下
水
道
課
主

幹
・
上
水
道
工
務
係
長
事
務
取

扱
・
矢
掛
町
水
道
技
術
管
理
者

（
上
下
水
道
課
主
幹
・
上
水
道

工
務
係
長
事
務
取
扱
）

◇�

横
田
　
顕
／
上
下
水
道
課
主

幹
・
下
水
道
工
務
係
長
事
務
取

扱
（
上
下
水
道
課
下
水
道
工
務

係
長
）

◇�

西
山
弘
之
／
教
育
課
主
幹
・
健

康
ス
ポ
ー
ツ
係
長
事
務
取
扱

（
教
育
課
健
康
ス
ポ
ー
ツ
係
長
）

◇�

坪
田
芳
隆
／
矢
掛
病
院
事
務
次

長
・
業
務
係
長
事
務
取
扱
（
矢

掛
病
院
事
務
次
長
）

◇�

丹
下
裕
之
／
介
護
老
人
保
健
施

設
事
務
長（
矢
掛
病
院
庶
務
係

長
）

　
係
長
級

◇�

藤
永
里
美
／
〔
派
遣
〕
岡
山
県

備
中
県
民
局
健
康
福
祉
部
井
笠

地
域
保
健
課
（
保
健
福
祉
課
主

任
保
健
師
）

◇�

坂
上
義
典
／
町
民
課
住
民
税
係

長（
産
業
観
光
課
商
業
観
光
係

長
）

◇�

田
中
文
恵
／
中
川
保
育
園
長

（
山
田
幼
稚
園
主
幹
教
諭
）

【
今
回
の
人
事
異
動
の
特
色
】

１ 

女
性
が
活
躍
す
る
職
場
へ

　
～
女
性
活
躍
推
進
に
向
け
た
女
性
職
員
の
管
理
職
登
用
。

２ 

組
織
の
機
動
性
の
向
上

　
～�

課
長
級
へ
の
昇
格
を
含
め
た
管
理
職
の
異
動
及
び
若
手
職
員
の

異
動
昇
格
等
に
よ
り
、
組
織
の
機
動
性
を
高
め
る
。

３ 

障
害
者
雇
用
の
推
進  

正
職
員
事
務
職
と
し
て
１
名
採
用

４ 

賑
わ
い
の
町
や
か
げ
の
観
光
行
政
強
化

　
～
岡
山
県
観
光
連
盟
へ
新
た
に
職
員
を
派
遣
。

５ �

岡
山
県
と
の
職
員
相
互
交
流
と
し
て
、
人
材
育
成
を
目

　

 

的
に
保
健
師
の
人
事
交
流
を
実
施

　
矢
掛
町
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

※
（　
　
　
）
内
は
前
任

副
町
長
に
武
井
道
忠
氏　
再
任

　
３
月
の
平
成
28
年
第
１
回
矢
掛
町
議
会
第
１

回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
28
年
３
月
末
で
任

期
満
了
と
な
る
武
井
道
忠
副
町
長
の
再
任
に
同

意
が
あ
り
ま
し
た
。
新
た
な
任
期
は
平
成
28
年

４
月
１
日
か
ら
４
年
と
な
り
ま
す
。

役
場
の

　　　 人
事
異
動



7 平成28年４月号

◇�
原
田
京
子
／
小
田
保
育
園
長

（
矢
掛
幼
稚
園
主
幹
教
諭
）

◇�

岡
田
慶
介
／
産
業
観
光
課
農
地

係
長
（
産
業
観
光
課
主
査
）

◇�

木
村
智
久
／
建
設
課
工
務
係
長

（
建
設
課
工
務
用
地
係
長
）

◇�

島
村
武
志
／
建
設
課
用
地
係
長

（
建
設
課
主
任
技
師
）

◇�

上
川
展
弘
／
上
下
水
道
課
上
水

道
業
務
係
長
（
井
笠
地
区
農
業

共
済
事
務
組
合
主
査
）

◇�

佐
藤
敬
子
／
矢
掛
幼
稚
園
主
幹

教
諭
（
矢
掛
保
育
園
主
任
保
育

師
）

◇�

長
森
明
子
／
山
田
幼
稚
園
主
幹

教
諭（
矢
掛
幼
稚
園
主
任
教
諭
）

◇�

小
出
優
子
／
矢
掛
病
院
庶
務
係

長
（
矢
掛
病
院
業
務
係
長
）

　
主
査
・
主
任
級

◇�

坂
野
友
昭
／
総
務
企
画
課
整
備

運
転
・
土
木
技
術
員
（
総
務
企

画
課
整
備
運
転
・
土
木
技
術
員

◇�

川
井
英
樹
／
町
民
課
技
能
労
務

員
（
上
下
水
道
課
主
任
水
道
技

術
員
）

◇�

妹
山
義
彦
／
井
笠
地
区
農
業
共

済
事
務
組
合
主
査
（
矢
掛
寮
主

査
兼
生
活
指
導
員
）

◇�

藤
枝
裕
助
／
上
下
水
道
課
主
査

（
建
設
課
主
査
）

◇�

澁
江
典
子
／
美
川
幼
稚
園
付
派

遣
主
任
教
諭
（
山
田
幼
稚
園
主

任
教
諭
）

◇�

大
原
智
子
／
矢
掛
病
院
主
任
作

業
療
法
士
（
矢
掛
病
院
作
業
療

法
士
）

　
主
事
級

◇�

妹
尾
真
由
子
／
〔
派
遣
〕
岡
山

県
観
光
連
盟
（
産
業
観
光
課
主

事
）

◇�
青
江
和
美
／
町
民
課
主
事
（
矢

掛
寮
主
事
）

◇�

吉
岡
真
太
郎
／
町
民
課
主
事

（
教
育
課
主
事
）

◇�

吉
本
　
豪
／
保
健
福
祉
課
主
事

（
総
務
企
画
課
主
事
）

◇�

唐
井
沙
織
／
保
健
福
祉
課
社
会

福
祉
士
（
町
民
課
主
事
）

◇�

妹
尾
　
淳
／
矢
掛
寮
主
事
兼
生

活
指
導
員
（
町
民
課
主
事
）

◇�

津
尾
亜
紀
夫
／
矢
掛
寮
主
事

（
上
下
水
道
課
主
事
）

◇�

長
代
貴
明
／
産
業
観
光
課
主
事

（
保
健
福
祉
課
主
事
）

◇�

髙
月
翔
平
／
産
業
観
光
課
主
事

（〔
派
遣
〕
岡
山
県
観
光
連
盟
）

◇�

髙
槻
美
希
／
産
業
観
光
課
主
事

（
教
育
課
主
事
）

◇�

岸
本
健
吾
／
建
設
課
主
事
（
教

育
課
主
事
）

◇�

原
田
稚
子
／
介
護
老
人
保
健
施

設
支
援
相
談
員
（
保
健
福
祉
課

社
会
福
祉
士
）

　
再
任
用
職
員

◇
津
島
昭
二
／
建
設
課
長

　
退
職
者
（
平
成
27
年
度
末
）

◇
末
長
武
男
（
町
民
課
長
）

◇�

竹
内
正
弘
（
会
計
管
理
者
・
会

計
課
長
・
会
計
係
長
事
務
取
扱
）

◇
津
島
昭
二
（
建
設
課
長
）

◇�

三
宅
　
收
（
教
育
課
長
兼
や
か

げ
文
化
セ
ン
タ
ー
次
長
）

◇�

原
田
美
智
子
（
矢
掛
病
院
看
護

部
長
）

◇�

木
山
ひ
と
み
（
介
護
老
人
保
健

施
設
係
長
・
主
任
相
談
員
）

◇
立
間
玲
子
（
小
田
保
育
園
長
）

◇�

久
保
孝
文
（
矢
掛
病
院
外
科
医

長
）

◇�
原
瀬
生
子
（
中
川
保
育
園
長
）

◇
高
木
裕
子（
矢
掛
病
院
看
護
師
）

役 場 の 人 事 異 動

産業観光課主事

富
とみ

田
た

祐
ゆう

生
き

総務企画課主事

藤
ふじ

井
い

将
まさ

大
ひろ

保健福祉課主事

辻
つじ

川
かわ

葉
は

月
づき

矢掛病院作業療法士

髙
たか

月
つき

奈
な な え

々江
矢掛病院看護師

北
きた

村
むら

　 理
おさむ

矢掛病院看護師

橘
たちばな

　 誠
さと

志
し

保健福祉課保健師

中
なか

原
はら

千
ち

明
あき

教育課主事

秀
ひで

川
かわ

眞
ま

子
こ

上下水道課主事

三
み

村
むら

泰
やす

央
ひさ

川
かわ

上
かみ

公
こう

一
いち

地域おこし協力隊隊長

新  採  用  職  員 交流職員

保健福祉課主幹（岡山県より派遣）
横
よこ

溝
みぞ

珠
あけ

実
み

矢掛病院 外科医長

村
むら

岡
おか

孝
た か

幸
ゆ き

保健福祉課主事

淺
あさ

田
だ

昌
まさ

昭
あき



矢掛町の人口ビジョン矢掛町の人口ビジョン矢掛町の人口ビジョン

基 本 構 想基 本 構 想基 本 構 想

まちの将来像まちの将来像まちの将来像

平成28年４月からスタート！！

第６次矢掛町振興計画を策定！！ 
　矢掛町では、平成28年度から平成37年度までの10年間のまちづくり指針となる「第６次矢掛町振興計画」を
策定しました。 
　町の特性や課題、社会情勢を踏まえ、町の目指す将来像や町づくり方針、目標、具体的な取り組みをまとめた
この計画をもとに、より良い町づくりを行っていきます。 

やさしさにあふれ　かいてきで　げんきなまち 
　矢掛町の豊かな自然の中で、安全で快適な生活を送ることは町民の願いです。まちづくり懇談会や住民意
識調査からみる町民が望む矢掛町の将来像は、「福祉が充実したまち」「企業誘致・起業支援によるまち」「事
故や犯罪が少ない安全なまち」「教育や文化活動が充実したまち」「町民同士のふれあいを感じられるまち」「資
源を活かした観光のまち」です。 
　「やさしさにあふれ　かいてきで　げんきなまち」を第６次矢掛町振興計画のまちの将来像とし、この将来
像の実現のために、ひと・地域・まちが輝き、笑顔があふれるまちづくりを目指していきます。 

 
  「ひとが輝き☆ 地域が輝き☆ まちが輝き☆ 笑顔あふれるまちづくり」

☆笑顔でひとが輝くまちづくり 
　町民一人ひとりが健康で安心して安全に生活し、自己実現に向けて自己啓発し、自己の活力を地域やまち
づくりに生かし、笑顔あふれる人間関係を築いていくことができるまちづくり。 

☆生き活きと地域が輝くまちづくり
　町民が地域で活動し、暮らしやすい魅力あるまちづくりを目指し、地域住民と行政による協働のまちづくり。  

☆賑わいでまちが輝くまちづくり 
　町民が、豊かな自然、歴史・文化資源を最大限に活用し、賑わいと活気を生み出すとともに、
「住みたい・住んでよかった」「訪れてみたい・訪れてよかった」と実感できるまちづくり。 

 

　国立社会保障・人口問題研究所の推計
によると、矢掛町の人口は、今後も減少
傾向で推移し、少子高齢化と生産年齢人
口の減少がさらに進行すると推計されて
います。 
　少子化対策及び移住定住促進施策の実
施により、平成37年の推計値より約
370人の人口増を目指し、目標人口を
13,250人と定めます。 
　町民の積極的な参画のもとに、住みた
いまち・住んでよかったまちづくりを推
進していきます。

矢掛町人口推計と目標人口

15,092

14,407

13,651

12,876

13,250

11,500

12,000

12,500

13,000

13,500

14,000

14,500

15,000

15,500

平成22年 平成27年 平成32年
推計値

平成37年
推計値

（人）

13,800
推計値より
149人増

推計値より
370人増

目標人口
（平成37年）

推計値
※推計値は国立社会保障・人口問題研究所の推計による。

総務企画課企画係　☎（82）1010　有線0522問

まちアートマネジメント講座受講生を募集します
　この講座は、地域の空きスペースや施設を利用した文化芸術イベントを企画コーディネー
トしていくために必要な知識を習得し、まちでアートを実践する講座です。今年のフィール
ドは矢掛町。まちの歴史や文化を知ることから始めます。

まちアートマネジメント講座実行委員会事務局
（トークセッション・受講申込）
県庁環境文化部文化振興課内　☎086（226）7903
　　　 Eメール　machi-art@pref.okayama.lg.jp
矢掛町産業観光課（トークセッションのみ）　
　　　　　　　　　　　　　　☎（82）1016

問

●応募の流れ
対象者　岡山県在住で文化を活用した地域づくりに挑
戦したい 18歳以上の方。（20人程度）
受講料　年間 5,000 円（受講料にボランティア保険
が含まれています。講座に関わる交通費などは受講
生負担。）

応募締切　５月 31日（火）　午後５時必着
※受講申込書の様式は、募集パンフレットまたはホーム
ページよりダウンロードできます。お申し込みは、Ｅメ
ール、ＦＡＸまたは郵便でまちアートマネージメント講
座実行委員会事務局までお申し込みください。

●スタートトークセッション
　「まちアートマネージメント講座」を受講しようと
思われている皆様の参考になる事例をお話します。講
座受講希望の有無に関わらず、どなたでも参加可能。

＜矢掛会場＞
と　き　５月 28日（土）　
　　　　午後２時～５時 30分
ところ　やかげ町家交流館「谷山サロン」
定　員　60 人（入場無料）

＜岡山会場＞
と　き　５月 29日（日）　午後２時～４時
ところ　岡山県天神山文化プラザ３階「第２会議室」
定　員　90 人（入場無料）
※スタートトークセッションに参加希望の方は、５月27日㈮
でに参加者氏名、連絡先をＥメール、ＦＡＸ、郵便で実行
委員会事務局または矢掛町産業観光課までお知らせくだ
さい。（任意様式）

公 開 収 録

平成 28年５月 28日（土）と　き
◆開　　場：午後２時 15分
◆開　　演：午後３時　◆終演予定：午後５時

５月 12日（木）必着申込期限

やかげ文化センター会　場

吹奏楽：日本ウインドアンサンブル
　　　　　　　　　　　　 《桃太郎バンド》

出　演

観覧申込方法

指　揮：小林恵子
　　　　　（首席指揮者）

入場無料ですが、入場整理券（１枚で２人入場
可）郵便往復ハガキの「往診用裏面」に①郵便
番号　②住所　③名前　④電話番号を、「返信
用表面」に①郵便番号　②住所　③名前を明記
してお申し込みください。

CTWSO

※応募多数の場合は抽選の上、当選・落選結果を
　５月 16日（月）頃に発送する予定です。

やかげ文化センター　☎（82）2100問

やかげ文化センター
「吹奏楽のひびき」係

※何も書かないで
　ください。

往信用 おもて 返信用 うら

往復

7 1 4 1 2 0 1

往信用 うら

申込みする人の
①郵便番号
②住所
③名前

申込みする人の
①郵便番号
②住所
③名前
④電話番号

返信用 おもて

返信

【往復ハガキ記入例】

　ＮＨＫ岡山放送局と矢掛町では、ＮＨＫ「吹奏楽のひびき」
の公開収録を実施します。一流の演奏会による名曲の数々を
お楽しみください。
　観覧をご希望の方は、次のとおりお申し込みください。

観覧者募集
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まちアートマネジメント講座受講生を募集します
　この講座は、地域の空きスペースや施設を利用した文化芸術イベントを企画コーディネー
トしていくために必要な知識を習得し、まちでアートを実践する講座です。今年のフィール
ドは矢掛町。まちの歴史や文化を知ることから始めます。

まちアートマネジメント講座実行委員会事務局
（トークセッション・受講申込）
県庁環境文化部文化振興課内　☎086（226）7903
　　　 Eメール　machi-art@pref.okayama.lg.jp
矢掛町産業観光課（トークセッションのみ）　
　　　　　　　　　　　　　　☎（82）1016

問

●応募の流れ
対象者　岡山県在住で文化を活用した地域づくりに挑
戦したい 18歳以上の方。（20人程度）
受講料　年間 5,000 円（受講料にボランティア保険
が含まれています。講座に関わる交通費などは受講
生負担。）
応募締切　５月 31日（火）　午後５時必着
※受講申込書の様式は、募集パンフレットまたはホーム
ページよりダウンロードできます。お申し込みは、Ｅメ
ール、ＦＡＸまたは郵便でまちアートマネージメント講
座実行委員会事務局までお申し込みください。

●スタートトークセッション
　「まちアートマネージメント講座」を受講しようと
思われている皆様の参考になる事例をお話します。講
座受講希望の有無に関わらず、どなたでも参加可能。

＜矢掛会場＞
と　き　５月 28日（土）　
　　　　午後２時～５時 30分
ところ　やかげ町家交流館「谷山サロン」
定　員　60 人（入場無料）

＜岡山会場＞
と　き　５月 29日（日）　午後２時～４時
ところ　岡山県天神山文化プラザ３階「第２会議室」
定　員　90 人（入場無料）
※スタートトークセッションに参加希望の方は、５月27日㈮
でに参加者氏名、連絡先をＥメール、ＦＡＸ、郵便で実行
委員会事務局または矢掛町産業観光課までお知らせくだ
さい。（任意様式）

公 開 収 録

平成 28年５月 28日（土）と　き
◆開　　場：午後２時 15分
◆開　　演：午後３時　◆終演予定：午後５時

５月 12日（木）必着申込期限

やかげ文化センター会　場

吹奏楽：日本ウインドアンサンブル
　　　　　　　　　　　　 《桃太郎バンド》

出　演

観覧申込方法

指　揮：小林恵子
　　　　　（首席指揮者）

入場無料ですが、入場整理券（１枚で２人入場
可）郵便往復ハガキの「往診用裏面」に①郵便
番号　②住所　③名前　④電話番号を、「返信
用表面」に①郵便番号　②住所　③名前を明記
してお申し込みください。

CTWSO

※応募多数の場合は抽選の上、当選・落選結果を
　５月 16日（月）頃に発送する予定です。

やかげ文化センター　☎（82）2100問

やかげ文化センター
「吹奏楽のひびき」係

※何も書かないで
　ください。

往信用 おもて 返信用 うら

往復

7 1 4 1 2 0 1

往信用 うら

申込みする人の
①郵便番号
②住所
③名前

申込みする人の
①郵便番号
②住所
③名前
④電話番号

返信用 おもて

返信

【往復ハガキ記入例】

　ＮＨＫ岡山放送局と矢掛町では、ＮＨＫ「吹奏楽のひびき」
の公開収録を実施します。一流の演奏会による名曲の数々を
お楽しみください。
　観覧をご希望の方は、次のとおりお申し込みください。

観覧者募集
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　４月９日、三谷地区東三成地内の圀勝寺で椿まつ
りが開催されました。当日は地元・椿会の皆さんに
よるうどんやたい焼きのお接待がありました。樹齢
350年（推定）の椿は見頃を迎え、多くの見物客
で賑わいました。
　翌４月10日には美川地区上高末地内の吉祥寺で
海棠まつりが開催され、来場者は演芸はもちろん多
くの出店を満喫していました。

　3月 18日、やかげ町家交流館で「矢掛町ふるさ
と名物応援宣言発表会」を開催し、地域資源を生か
した地域活性化を目指す中小企業庁の「ふるさと名
物応援宣言」制度を活用することを発表しました。
　これは、町内の中小企業が取り組む商品開発や観
光ツアーなどの事業計画を国や町がバックアップ
するというもので岡山県では初。この日は、町ブラ
ンド認定事業者や中小企業庁の職員ら約50人が出
席。山野町長が「町並み観光をふるさと名物として
応援し、一層の活性化につなげる」と宣言しました。

春の恒例行事、各地で盛大に開催

県内初、矢掛町の魅力をPR

新しくなった体育館で、スポーツを楽しもう

優美なひな行列、宿場町を歩く

　3月 20日、B&G海洋センターで「アリーナリ
ニューアル記念式典」が開催されました。
　修繕工事では、建設後24年が経過し、経年劣化
による老朽化が著しい体育館について、屋根の全面
改修、外壁の全面塗装、およびアリーナの床研磨塗
装などを施行。工事費4千 150万円のうち、B&G
財団から2千 690万円の助成を受けて改修を行い
ました。
　この日は、式典後ニュースポーツ体験会を開催。
参加者は新しくなった体育館でカローリングなど
のスポーツを楽しみました。

　3月27日、矢掛商店街で「宿場町やかげ流しびな」
が開催されました。見どころの一つであるひな行列
では、華やかな衣装に身を包んだ町内の子どもたち
が参加し、矢掛商店街を練り歩きました。行列は旧
矢掛本陣石井家前ややかげ町家交流館前など 4箇
所で足を止め、多くのカメラマンがシャッターを押
す中、優雅な踊りを披露しました。
　矢掛商店街を練り歩いた一行は、小田川河川敷で
それぞれの願いを書いた紙ひなを小舟に乗せて川
面に浮かべました。

↑テープカットを行い、リニューアルを祝いました。

↑華やかな行列の様子。

まちの
わだい

↑�見頃を迎え、見物客が
絶えない圀勝寺の椿

多くの来場者で賑わ→
った海棠まつり
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今 月 の 出 来 事 まちのわだい

　矢掛町は、3月 28日に㈱山陽マルナカ（井出武
美代表取締役社長）と災害時の支援に関する協定を
結びました。この日結んだ協定は以下の2つです。
◦�災害時における被災者に対する防災活動協力に
関する協定
　�災害が発生した場合において、店舗及び駐車場を
避難場所として提供。
◦災害時における支援協力に関する協定
　�災害が発生、または発生する恐れがある場合にお
いて、㈱山陽マルナカに対して行われる支援協力
の要請に関し、必要な事項を定める。支援内容は、
物資支援（食料品・生活必需品）。

　3月 27日、町消防団山田分団第１部消防器庫が
完成、4月 3日には美川分団第１部に小型動力ポ
ンプ付積載車が配備されました。今後、安全・安心
の地域づくりのために活用されます。

災害時の支援に関する協定を締結

気持ち新たに、地域の安全を守って

春の宿場町、クラシックカーが駆け抜ける！
　4月 2～ 3日、「ベッキオバンビーノ2016」が
開催され、県内外からクラッシックカーやスーパー
カー約80台が集結し、岡山県内各地を駆け抜けま
した。3日には、矢掛町にも一行が訪れ、旧矢掛本
陣石井家、旧矢掛脇本陣髙草家など伝統的な建物の
並ぶ矢掛商店街を走行。車愛好家など多くの見物客
がカメラを構え、憧れの名車を眺めていました。

↑山野町長から深瀬さんに激励金が手渡されました。

↑山田分団第1部
　消防器庫

美川分団第1部→
小型動力ポンプ付
積載車

↑旧矢掛本陣石井家前を走るクラシックカー

全国の舞台で活躍を
　3月 11日、第 39回全国高等学校ハンドボール
選抜大会に出場する深瀬風さん（矢掛）の激励会を
行いました。深瀬さんの所属する総社高校ハンドボ
ール部は中国大会で３位に入賞し、全国大会に出場。
自身はキャプテンをつとめており、「自分のチーム
メイトが困っている時はキャプテンとしてチーム
を鼓舞しながら頑張っていきたい。」と抱負を述べ
ました。
　大会は3月 24日から兵庫県で開催され、総社高
校は 1回戦で長崎県の瓊浦高校と対戦。22対 23
と善戦しましたが惜しくも敗退となりました。



5月の健康カレンダー
Health  Calendar　MayHealth  Calendar　May

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

17日㈫ 育児相談午前 9 時～11 時

24日㈫
すこやか育児学級
対象：8～11ヶ月児
　　　4～  7ヶ月児

午前9時～9 時10分
午前10時～10時10分

11日㈬ 3歳児健康診査午後0時30分～1時

11日㈬
ウォーキングサロン
（自然たんのうコース）
集合場所：井原線矢掛駅

（集合時間）
午前 9時

と　き 受　　　付 内　　　容

休日当番医

29日㈰
22日㈰
15日㈰
  8日㈰

  1日㈰
  3日（火・祝）
  4日（水・祝）
  5日（木・祝）

☎(82)０２０２
☎(82)１３２６
☎(82)０２０２
☎(82)１０５０
☎(84)０００１

山縣内科医院
矢　掛　病　院
山縣内科医院
小　塚　医　院
あゆみクリニック

※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(82)１３２１水　川　内　科
☎(82)１３２６矢　掛　病　院
☎(82)０３０８鳥　越　病　院

と　　き 病　　　院　　　名

●対象者　40～ 64歳（平成29年 3月 31日現在）の希望
者（昭和27年4月1日～昭和52年3月31日生まれの人）

●検査実施期間　6月～（予約制）
●検査日　毎月第1日曜日（変更あり）
●検査場所　矢掛病院
●検診料　1万円
●申込期間　5月9日㈪～13日㈮　午前10時～午後４時
　※60人の定員になり次第締め切ります。
●検査内容　脳検査（約30分）
　MRI（磁気共鳴断層撮影）　脳の断層を見ることで脳腫瘍
や脳梗塞の有無を検査します。

　MRA（磁気共鳴血管撮影）　 脳血管の血流を見ることによ
り、クモ膜下出血の原因になる脳動脈瘤の有無、血管の中
で狭くなっている所が無いか等を検査します。

　矢掛町では、働き盛りの世代を対象とした脳ドックを実施しています。
　脳ドックとは、主に脳動脈瘤（破裂するとクモ膜下出血をおこす病気です）、脳梗塞、脳腫瘍などの早期発見
を目的に行います。

■問 保健福祉課健康管理センター
　 ☎（82）1013　 有線　9630

脳ドックで脳の病気を早期発見脳ドックで脳の病気を早期発見

　矢掛町では、子どもたちに実践的な英語を身近に楽しく学んでもらうため、英語指導助手を採用しています。マ
ーガレット先生には平成 27 年 9 月から平成 28 年 3 月までの間、幼稚園や保育園での英語指導でお世話になりま
した。

Margaret Osborne
（マーガレット　オズボーン　愛称：メグ）

　矢掛町の皆さん、大変お世話になりまし
た。日本語が話せない私に対して、皆さん
がジェスチャーを交えながらコミュニケー

ションをとってくれたことが、とてもうれしかったです。
保育園や幼稚園の子どもたちと一緒に英語を勉強した

り、遊んだこと、役場の皆さんと一緒に働けたことは私
にとって素敵な思い出になりました。
　約７か月という短い間でしたが、自然豊かで、歴史や
文化を感じられる矢掛町で生活できたことは忘れられな
い思い出になりました。
　矢掛町の皆さんのことは忘れません。そして本当にあ
りがとうございました！

英 助語 導 手指 の先生から感謝とさよならのメッセージ
マーガレット先生ありがとう！！

 

脳ドックで早期発見！
治療、生活習慣の見直し！！

突然死 後遺症発生

隠れ脳梗塞

脳梗塞

脳腫瘍

脳動脈硬化

脳動脈瘤

リスクを軽減するために…

脳の病気 発症した場合
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Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　 ☎（82）2110　有線 8850

常設展示室 収蔵品展「田中塊堂とその一門展」・「佐藤一章作品展」
　　　　　会期/6月 12日（日）まで

図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　 ☎（82）2100　有線 0630
Books

町民ギャラリー

◆ わたしの愛蔵品展 Part８「端午の節句」
会期：４月 23 日（土）〜５月８日（日）　＊月曜休館

子どもの健やかな成長に願いを託して贈られた、武者（五月）人形・兜・鎧・張子の虎・
こいのぼりなど、端午の節句にちなんだ飾りを一堂に展示します。

◆ きり絵展　　　　　会期：5 月18日（水）〜 5月22日（日）

＊鑑賞無料

は休館日

5月の図書館カレンダー

29 30 31

日

9
2

10
3

11
4

1312
5 6

14
7

15
8
1

16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

火水木金土月

4月の休館日
　18日（月）・25日（月）

　4月は図書館や本にまつわる記念日がたくさんありま
す。4月 2日はアンデルセンの誕生日にちなんだ「国際

こどもの本の日」、4月 23日は「子ども読書の日」、4月 30日は「図書館記念日」です。
矢掛町立図書館では4月 23日の子ども読書の日から5月15日を「子ども読書週間」と
しています。期間中に子ども向けの行事を予定していますのでぜひ、参加してください。
　新年度がスタートしました。何か新しい事を始めるにはぴったりの季節！図書館でお探
しの本を見つけてみませんか？

図書館のイベント
※�日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

おすすめの1冊

幼少期のコンプレックス、政
界入りのきっかけ、角福戦争
の内幕、ロッキード事件の真
相、田中派分裂の舞台裏、家
族との軋轢…。田中角栄の汗
と涙で彩られた生涯を描く。

ロジャーという名前の小さな
うさぎは、眠りたくてしょう
がないのに、いますぐには眠
れない子でした…。子どもた
ちの寝つきをよくするために
書かれた本。

「 天 才 」
石原慎太郎／著　幻冬舎

「 おやすみロジャー 」
カール＝ヨハン・エリーン／著

　飛鳥新社

カウンターからの情景

おはなしらんどスペシャル
◆と　き　4 月23日㈯　午前10時 30 分〜
◆ところ　視聴覚室
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本の読み

聞かせやエプロンシアターなど楽しいおはなし
がいっぱいです。みんなできてね！

えいごであそぼう
◆と　き　5 月 14 日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　やかげ文化センター　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど
※�先生の都合により日時が変更になる場合があります。

おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　5 月28日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　図書館
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本の読み

聞かせやエプロンシアター、おりがみ教室など
矢掛町立図書館では、４月 23 日の子ども読
書の日にちなんでたくさんの行事を予定して
います！詳しくは図書館でお尋ねください。

　千草会の創設者で、昭和の書道界に大きな足跡
を残した田中塊堂と、塊堂から指導を受けた山田
勝香ら一門８人の書作品を展示。
　師から現代の作家へと展開された、書道芸術を
お楽しみください。

田
中
塊
堂
「
雨
に
ぬ
れ
」

佐 藤 一 章「 蘇 州 」
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フェイスブックで

やかっぴーのおさんぽ

をチェックしよう♪

フェイスブックで

やかっぴーのおさんぽ

をチェックしよう♪

～やかっぴーが毎日更新中～～やかっぴーが毎日更新中～

　矢掛町合併60周年を記念し誕生した、やかげ観光大使「やかっ
ぴー」は、４月２日で２歳を迎え、町内外問わず、多くの皆様に愛
されるキャラクターに成長することができました。
　今後も、全国に向けて、矢掛町の魅力を発信していきます。
　末永く、応援よろしくお願いします！!

一足先に２歳の誕生日を

みんなでお祝い★

一足先に２歳の誕生日を

みんなでお祝い★

　３月20日、井原線DE得得市
矢掛駅会場でバースデイパー
ティーを開催！！
　たくさんのお友達が会いに
来てくれました♪

お誕生日おめでとう！！！お誕生日おめでとう！！！お誕生日おめでとう！！！
２歳の２歳の

↑ゆるキャラグランプリ 2015の様子。
　皆さんの応援のおかげで、1,727 体中総合 92位と大健闘！！

やかっぴー FB

日
の
行
程
で
、
気
仙
沼
、
南
三
陸
、

石
巻
、
東
松
島
を
訪
れ
ま
し
た
。
市

場
や
商
店
街
は
完
成
し
て
い
る
も
の

の
プ
レ
ハ
ブ
で
、
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
は
未
だ
に
仮
設
住
宅
が
立
ち

並
ん
で
い
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、
以
前
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
訪
れ
た
際
に
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
と
の
再
会
も
あ
り
ま
し
た
。
な

か
な
か
復
興
が
進
ま
な
い
中
で
も
、

笑
顔
で
逞
し
く
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
人
が
手
紙
の
中
で
私
に

伝
え
て
く
れ
た
の
は
、「
多
く
の
人

が
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
訪
れ

て
く
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
中

に
は
興
味
本
位
で
訪
れ
て
い
る
の
で

は
？
と
思
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
、

人
を
心
か
ら
信
用
で
き
な
い
。」
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
っ
た
現
地

の
人
の
気
持
ち
に
ど
れ
だ
け
気
付
け

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
考
え

る
の
は
、
震
災
か
ら
5
年
が
経
過
し

た
今
で
も
復
興
が
進
ま
な
い
状
況
の

中
で
、
継
続
的
な
支
援
が
大
切
で
あ

る
こ
と
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
が
今

で
き
る
こ
と
を
考
え
、
実
行
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
被
災
地
か
ら
遠

く
離
れ
た
矢
掛
町
に
い
て
も
で
き
る

こ
と
は
、
き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　
岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
募
集

に
応
募
し
ま
し
た
。
震
災
発
生
直
後

で
あ
っ
た
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希

望
者
も
多
く
、
追
加
募
集
で
何
と
か

参
加
で
き
ま
し
た
。
県
内
か
ら
は
20

人
。
震
災
か
ら
4
ヶ
月
後
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
交
通
網
も
寸
断
さ
れ
て

い
た
た
め
、
岡
山
か
ら
15
時
間
か
け

バ
ス
で
被
災
地
を
目
指
し
ま
し
た
。

現
場
で
は
津
波
に
よ
る
ご
み
や
ヘ
ド

ロ
の
撤
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
1
年
後
の
平
成
24
年
8
月
に

は
矢
掛
小
学
校
の
児
童
・
教
師
・
保

護
者
た
ち
8
人
と
と
も
に
宮
城
県
気

仙
沼
大
島
小
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

寄
せ
書
き
や
文
房
具
、
復
興
へ
の
願

い
を
込
め
た
ミ
ニ
お
地
蔵
様
を
持
っ

て
行
き
ま
し
た
。

　
翌
平
成
25
年
6
月
に
は
気
仙
沼
大

島
小
学
校
か
ら
3
人
が
矢
掛
町
を
訪

れ
、
矢
掛
小
学
校
の
体
育
館
で
震
災

時
の
様
子
を
話
し
て
も
ら
う
な
ど
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　
震
災
か
ら
5
年
が
経
過
し
た
平
成

28
年
3
月
、
再
び
被
災
地
に
足
を
運

び
ま
し
た
。
3
月
8
日
の
早
朝
に
岡

山
を
発
ち
、
午
後
2
時
頃
に
宮
城
県

気
仙
沼
市
に
到
着
。
今
回
は
4
泊
5

↑�地図や現地のパンフレットを前
に話してくださった楢崎さん

　平成 23 年 3 月 11 日、午後 2 時 46 分。東北・関東地方を中心とする大地震が発生し、多くの被災者
を出しました。矢掛町からも、ボランティアとして被災地を訪れた人がいます。その中の一人、楢崎裕志
さん（矢掛）は震災発生から 4 か月後の平成 23 年 7 月に宮城県東松山市をボランティアとして訪れました。
　そして、震災から 5 年が経過した今年 3 月、再び被災地に足を運びました。楢崎さんが見た被災地の「今」
を語っていただきました。

東日本大震災から 5 年
〜 忘れてはいけない 3.11 〜
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読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

美
術
館
短
歌
講
座
四
月
作
品

�

谷
本
史
子
選

春
光
や
大
筆
に
墨
た
っ
ぷ
り
と�

浜
口
万
寿
子

村
を
背
に
登
る
山
路
の
椿
か
な�

渡
邉　
倫
子

時
刻
む
ご
と
き
雨
垂
れ
春
残
し�

高
月　
凱
美

元
気
ね
と
言
は
れ
元
気
に
青
き
踏
む�

江
尻　
容
子

紅
梅
を
賞
め
て
ゐ
る
声
塀
の
外�

江
尻　
千
歳

早
春
の
茶
席
賑
は
ふ
寺
座
敷�

斎
藤
千
鶴
子

榛
の
花
揺
れ
れ
ば
空
も
揺
れ
て
を
り�

岡
田　

子

群
と
な
り
目
白
二
月
の
裏
庭
に�

岡
田　
康
子

身
を
ゆ
ら
し
歩
む
嬰
児
草
萌
ゆ
る�

柏
原　
茂
子

悴
む
手
揉
み
て
幼
き
顔
包
む�
江
木　
公
子

白
梅
の
風
は
一
気
に
碧
空
へ�
選　
者　
吟

雛
飾
る
灯
と
も
る
こ
ろ
は
母
を
恋
ひ�

片
岡　
朋
子

春
一
番
白
寿
の
思
ひ
ゆ
る
ぎ
な
し�

岡
本　
瑞
江

寺
の
子
の
無
碍
な
る
座
禅
初
つ
ば
め�

黒
井　
琴
恵

稜
線
に
お
ぼ
ろ
半
月
犬
啼
け
り�

小
西　
恒
子

盆
梅
の
ほ
つ
ほ
つ
咲
い
て
海
が
鳴
る�

坪
井　
篤
子

春
耕
や
祖
母
の
香
の
こ
る
紺
絣�

中
田　
千
穂

凛
と
咲
く
梅
の
真
白
は
姉
に
似
て�

池
野　
峯
子

春
め
き
て
も
の
の
果
な
る
訃
の
多
し�

新
谷　
京
子

梅
林
を
縫
ふ
て
両
手
は
ポ
ケ
ッ
ト
に�

橋
本
よ
し
子

白
壁
に
鉄
の
格
子
や
苗
木
市�

岡
田　
哲
郎

大
会
が
続
く
頭
が
欠
仲
す
る�

田
中　
　
恵

句
が
出
来
ず
い
つ
迄
続
く
た
め
息
が�

岩
原　
美
子

心
配
ご
と
続
く
生
き
て
い
る
証
か�

鈴
木　
な
つ

北
斎
天
井
絵
よ
り
パ
ワ
ー
取
る�

渡
辺　
和
彦

天
井
の
ね
ず
み
も
ぼ
く
も
け
ん
か
好
き�

山
縣
の
ぶ
子

天
井
へ
向
い
て
三
年
な
ん
の
罰�

江
尻　
容
子

哀
し
み
の
隙
間
に
庭
の
花
愛
で
る�

池
田
た
か
子

す
き
ま
か
ら
若
草
萌
え
る
春
の
使
者�

山
元
と
も
え

す
き
間
風
何
と
か
し
た
い
薄
年
金�

池
田　
信
夫

ほ
ど
ほ
ど
の
倖
せ
今
を
生
き
て
い
る�

選　
者　
吟

文
化
協
会
俳
句
三
月
作
品�

　
　

岩
崎
多
佳
男
選

文
化
協
会
俳
句
三
月
作
品�

笹
井
　
愛
選

文
化
協
会
川
柳
三
月
作
品�

�

古
村
愁
水
選

小
田
川
の
岸
辺
に
立
ち
て
思
ひ
を
り
こ
の
地
に
住

み
て
五
十
年
の
こ
と�

峰
山　
祥
子

初
茶
会
に
若
さ
あ
ふ
る
る
青
年
部
の
お
運
び
の
姿

眩
し
く
見
て
を
り�

鳥
越　
信
子

枯
れ
木
に
も
砂
に
も
雪
が
つ
も
り
ゐ
て
せ
せ
ら
ぎ

の
み
が
眩ま

ば
ゆく
ひ
か
る�

石
川　
智
子

朝
顔
の
花
一
つ
咲
け
り
冬
の
畑
に
華
や
ぐ
ご
と
し

臙
脂
色
の
花�

谷
口　
節
子

枯
れ
生ふ

の
中
や
つ
と
見
つ
け
し
蕗
の
た
う
五
本
を

手
に
し
て
あ
と
一
本
を
探
す�

杉
本
萬
壽
子

日
に
向
か
ひ
走
る
車
の
窓
に
射
す
ま
ぶ
し
き
光
が

わ
が
視
野
を
奪
ふ�

杉
本　
清
子

厳
寒
の
日
本
を
出
で
六
時
間
眩
し
き
空
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
着
く�

谷
許　
靖
子

洪
水
に
備
へ
て
母
屋
よ
り
高
き
石
垣
を
築つ

き
し
輪

中
農
家
を
見
た
り�

古
城　
操

や
う
や
く
に
雨
上
が
り
た
り
白
山
木
の
新
芽
を
眩

し
く
朝
陽
が
射
通
す�

坂
川
須
磨
子

山
茶
花
は
穏
や
か
な
風
に
も
花
の
散
り
土
の
上へ

に

花
咲
く
ご
と
し�

団
迫　
慶
子

夢
の
叶
ひ
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
に
来
た
る
わ
れ
煌
め

く
光
を
眩
し
く
見
つ
む�

浅
田　
英
子

さ
ざ
波
の
立
つ
川
の
面
に
春
の
日
が
あ
ま
ね
く
降

り
て
戯
る
ご
と
し�

今
井　
京
子

頚
椎
を
傷
つ
け
し
こ
と
は
医
の
命
に
よ
る
と
豪
語

す
若
き
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
は�

毛
利　
英
子

山
の
端
に
落
つ
る
夕
日
の
眩
し
さ
よ
母
を
恋
ふ
れ

ば
母
の
声
す
る�

選　
者　
詠

    あお  え   な   つ

青江菜都ちゃん（横谷）
（H27年 4月29日生まれ）
兄弟、仲良く、元気いっぱい
大きくなってね。

　ほり      こと は

堀　琴羽ちゃん（矢掛）
（H27年 4月22日生まれ）
兄妹仲良く遊んでね☆
琴羽の笑顔が大好きだよ！

        た  じりはるひさ

田尻遥久くん（矢掛）
（H27年 4月18日生まれ）

笑顔いっぱいで、
元気に育ってね。

　 ひら の  せい た  ろう

平野晴太朗くん（矢掛）
（H27年 4月18日生まれ）
せーの笑顔は宝物♡
もっともっと大きくなぁれ！

       うえぞのこう き

上園昊輝くん（矢掛）
（H27年 4月10日生まれ）

元気な明るい子になってね。

我が家の
アイドル
我が家の
アイドル

Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday

★�対 象 者★　町内在住で平成28年
5月生まれのお子さん

★応募期限★
　平成28年4月28日（木）必着
★�応募方法★　写真に①住所②氏名
（ふりがな）③生年月日④電話番号
⑤20字程度のメッセージを添えて
ご応募ください。
★�応募・お問い合わせ★
　総務企画課秘書広報室
　〒714−1297　（役場専用）
　矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線 0522

満1歳のお祝いに
写真を掲載しませんか？
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,732人（－32） 
　男　     7,029人（－11） 
　女　     7,703人（－21）
世帯数　  5,359世帯（＋4）

平成28年４月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ矢

掛
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

◦
職　
種
（
雇
用
形
態
）　
①
看
護

師
（
正
職
員
）、②
介
護
福
祉
士
（
嘱

託
職
員
）

◦
資
格
要
件
等　
①
昭
和
41
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
看
護

師
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人
で
夜
間

勤
務
が
可
能
な
人
。

②
介
護
福
祉
士
資
格
を
取
得
し
て
い

る
人
で
、
夜
間
勤
務
が
可
能
な
人
。

◦
提
出
書
類
の
入
手
方
法

◦
矢
掛
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

◦
郵
便
請
求
に
よ
る
入
手
…
封
筒
の

裏
に
『
受
験
申
込
書
請
求
』
と
『
職

種
』
を
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手

を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

角
２
号
（
Ａ
４
判
）
を
同
封
し
て
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係

☎（
82
）１
０
１
０　
有
線
０
５
２
２

矢
掛
町
赤
ち
ゃ
ん
の
駅

登
録
事
業
所
を
募
集
し
ま
す

　
矢
掛
町
で
は
、
乳
幼
児
を
お
連
れ

の
家
族
が
、
外
出
中
に
授
乳
や
お
む

つ
替
え
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設

（
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
）の
整
備
を
促
進
し
、

安
心
し
て
気
軽
に
外
出
を
楽
し
む
環

境
を
整
え
ま
す
。
町
内
に
あ
る
施
設

で
、
左
記
の
い
ず
れ
か
の
基
準
を
満

た
し
、
無
料
で
利
用
で
き
る
施
設
を

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」と
し
、入
口
な
ど
に

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
登
録
し
ま
す
。

①
人
目
を
気
に
せ
ず
授
乳
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と

②
容
易
に
お
む
つ
替
え
が
で
き
る
ベ

ビ
ー
シ
ー
ト
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と

※
①
ま
た
は
②
を
新
た
に
整
備
す
る

場
合
、
１
事
業
所
あ
た
り
上
限
20
万

円
を
助
成
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３　
有
線
０
５
３
２

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

を
募
集
し
ま
す　

◦
仕
事
内
容　

小
学
校
授
業
終
了

後
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
児

童
が
健
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
保
護
者

に
代
わ
っ
て
保
育
を
行
う
業
務
で
す
。

◦
勤
務
条
件

◦
場
所　
矢
掛
小
学
校
内

◦
時
間　
短
時
間
で
も
可

　
（
平
日
）
午
後
2
時
～
午
後
6
時

　
�（

夏
休
み
等
）
午
前
８
時
～
午
後

6
時

◦
時
給　
８
６
８
円

　
９
８
１
円（
保
育
士
・
社
会
福
祉

士
・
幼
・
小
・
中
・
高
の
教
諭
免
許
）

■問
矢
掛
な
か
よ
し
児
童
ク
ラ
ブ

　
☎
０
９
０（
７
５
４
８
）８
９
７
５

　
（
平
日
午
後
2
時
～
午
後
6
時
）

７
～
９
月
お
達
者
教
室

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
矢
掛
町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に

い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
活
す
る
た
め

の
知
識
や
運
動
を
学
ぶ
「
お
達
者
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
室
に

参
加
し
て
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

◦
対
象
者　
町
内
在
住
、
65
歳
以
上

で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

（
申
請
後
に
自
立
支
援
判
定
会
議
で

教
室
へ
の
参
加
を
決
定
し
ま
す
。）

◦
場　
所　
矢
掛
荘
、
長
楽
園
（
送

迎
・
食
事
あ
り
）
※
地
区
に
よ
っ
て

振
り
分
け
ま
す
。

◦
参
加
期
間　
７
～
９
月

◦
利
用
料　
１
回
１
、０
０
０
円（
月

に
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
）

◦
申
込
期
間　
５
月
13
日
㈮
ま
で

■問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健

福
祉
課
内
）

☎（
82
）１
０
１
３　
有
線
０
５
７
２

募
　
　
集

有料広告

■問 総務企画課秘書広報室
☎（82）1010　有線0522

広報やかげでは有料広告
を募集しています。
会社やお店の宣伝などに
お役立てください。

に

広告を掲載しませんか？
広報　　　

大　き　さ 掲載料（月額）
縦45㎜×横56㎜   7,000円
縦45㎜×横85㎜ 10,000円
縦45㎜×横170㎜ 20,000円

お気軽に
お問い合わせください。
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,732人（－32） 
　男　     7,029人（－11） 
　女　     7,703人（－21）
世帯数　  5,359世帯（＋4）

平成28年４月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ大

黒
天
矢
掛
牧
場
（
仮
称
）

の
社
員
を
募
集
し
ま
す

　
矢
掛
町
が
企
業
誘
致
の
観
点
か
ら

関
わ
っ
て
い
る
大
黒
天
矢
掛
牧
場（
仮

称
）は
平
成
28
年
中
の
操
業
開
始
に

向
け
て
現
在
建
築
工
事
中
で
す
。

　
な
お
、
矢
掛
牧
場（
仮
称
）で
社
員

を
５
～
６
名
、
パ
ー
ト
15
名
程
度
募

集
さ
れ
て
い
ま
す
。仕
事
の
内
容
は
、

乳
牛
の
飼
養
管
理
で
、
性
別
不
問
、

年
齢
が
65
歳
ま
で
の
方
で
す
。

　
大
型
・
重
機
免
許
優
遇
、
大
学
畜

産
学
部
出
身
者
が
優
遇
さ
れ
ま
す
。

随
時
面
接
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

　
☎（
82
）１
０
１
６

　
大
黒
天
物
産
㈱

　
☎
０
９
０（
９
１
０
０
）３
３
０
３

身
体
障
害
者
巡
回
更
生
相
談

（
要
予
約
）

　
平
成
28
年
度
の
井
笠
地
域
で
の
開

催
予
定
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
補

装
具
、
更
生
医
療
等
の
判
定
・
相
談

が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
と
き
・
と
こ
ろ　
５
月
31
日
㈫
、

10
月
25
日
㈫
、
平
成
29
年
２
月
７
日

㈫　
笠
岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
７
月
26
日
㈫
、
12
月
６
日
㈫　
井

原
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦
内　
容　
補
装
具
、
更
生
医
療
等

の
判
定
・
相
談

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３　
有
線
０
５
３
２

心
配
ご
と
相
談

◦
と　
き　
５
月
20
日
㈮　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内　
容　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど　
※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１　
有
線
０
５
５
１

無
料
法
律
相
談

◦
と　
き　
５
月
21
日
㈯　
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

◦
と
こ
ろ　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内　
容　
登
記
全
般
、成
年
後
見
、

自
己
破
産
、
悪
徳
商
法
、
賃
金
請
求
、

離
婚
、
賃
貸
借
な
ど

■問
水
田
司
法
書
士
事
務
所

　
☎
０
８
６
５（
63
）３
０
７
９

矢
掛
町
総
合
運
動
公
園
に

指
定
管
理
者
制
度
導
入

　
平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
矢
掛
町

総
合
運
動
公
園
は
特
定
非
営
利
活
動

法
人
や
か
げ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
指

定
管
理
者
と
し
て
運
営
業
務
や
管
理

業
務
を
行
い
ま
す
。
期
間
は
平
成
33

年
３
月
ま
で
の
５
年
間
で
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
さ
ら
な
る
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
や
施
設
の
利

用
促
進
を
目
指
し
ま
す
。

　
な
お
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

に
よ
る
利
用
方
法
や
利
用
料
金
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

５
月
２
日
㈪
、
６
日
㈮
、
16
日
㈪
、

17
日
㈫
、
19
日
㈭
、
20
日
㈮
、
23
日

㈪
、
27
日
㈮　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

５
月
２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
16
日
㈪
・

23
日
㈪
・
30
日
㈪　
午
前
10
時
～
午

後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１　
有
線
９
６
０
９

相
　
　
談

お
知
ら
せ

　学生納付特例制度をご存知ですか？
　20 歳になったら国民年金に加入しなければなりませんが、学生であるた
め収入がなく、保険料の支払いが難しい場合はどうしたら良いでしょうか？
　国民年金には、学生のみを対象とした「学生納付特例制度」があります。
　学生納付特例は申請し、承認されると、最大１年間（４月～翌年３月まで）
国民年金保険料の納付が猶予されます。
　学生納付特例の承認を受けた期間は、老齢基礎年金をもらうために必要
な受給資格期間や障害年金を受けるために必要な保険料納付期間に含まれ
ます。しかし、将来受け取る年金の額には反映されません。将来の年金額
に反映させる場合は追納申込の手続きをして保険料の納付をする必要があ
るのでご注意ください。
申請に必要な物：①印鑑　②在学を証明するもの（学生証のコピーなど）
◦学生納付特例制度や追納の手続きは、役場町民課でできます。
◦過去に申請していなかった年度があっても２年間さかのぼって申請する
ことができますのでご相談ください。

●学生納付特例制度についてのよくある質問
Ｑ 昨年度、役場で学生納付特例制度の申し込みをしたが、今年度も引き
続き学生であり、保険料の支払いが難しい。今年度もまた役場で手続きし
なければならないか？
 Ａ 一度学生納付特例の申請をして、申請した時に記入した在学予定期間
内であれば、４月頃に日本年金機構よりハガキが送付されます。（前年度の
申請時期によっては、遅れる場合があります）そのハガキに記入し、返送
をすれば役場へ来なくても手続きができます。
※ 別の学校へ移ったり、大学院に行くなどで在学期間が延びた場合は新た
に申請が必要です。
Ｑ 追納はいつまででもできるか？
 Ａ 納付期限から 10 年までできます。ただし、保険料の
納付年度から３年度以前の保険料については当時の保険料
と比べて額が増えますのでご注意ください。
■問町民課国保消費生活係　☎（82）1011　有線 0551
   倉敷西年金事務所国民年金課　☎ 086（523）6393
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国
勢
調
査
の
速
報
値
を

発
表
し
ま
す

　
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
速
報
値
を

発
表
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※（　
）内
は
前
回
調
査
か
ら
の
増
減
数

世
帯　
４
、９
５
４
世
帯
（
７
世
帯
）

人
口　
１
４
、
２
１
３
人

　
　
　
　
　
　
　
　
（
△
８
７
９
人
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
率　
41
・
４

％
　
こ
の
数
値
は
速
報
値
で
あ
り
、
後

日
公
表
さ
れ
る
人
口
及
び
世
帯
数
の

確
定
値
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■問
総
務
企
画
課
企
画
係

☎（
82
）１
０
１
０　
有
線
０
５
２
１

町
並
み
観
光
ガ
イ
ド
「
や
か

げ
町
並
案
内
人
」活
動
開
始
！

　
岡
山
県
と
Ｊ
Ｒ
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
実
施
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
４
～

６
月
）」
の
開
始
に
合
わ
せ
て
、
矢

掛
町
を
訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
の
方

々
に
町
並
み
を
案
内
し
な
が
ら
、
魅

力
発
信
す
る
町
並
み
観
光
ガ
イ
ド

「
や
か
げ
町
並
案
内
人
」
が
４
月
１

日
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
観
光
客
の
方
に
矢
掛
町
の
魅
力

を
知
っ
て
ほ
し
い
」、「
観
光
客
の
方

々
と
ふ
れ
あ
い
、
思
い
出
に
残
る
旅

の
お
手
伝
い
を
し
た
い
」
な
ど
、「
や

か
げ
町
並
案
内
人
」
に
興
味
を
持
た

れ
た
方
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■問
産
業
観
光
課
商
業
観
光
係

　
☎（
82
）１
０
１
６

飼
い
犬
の
マ
ナ
ー
向
上
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
矢
掛
町
で
は
、
犬
の
ふ
ん
害
対
策

と
し
て
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
作
戦
や
啓

発
看
板
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
や
啓
発
看
板

が
必
要
な
方
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１　
有
線
０
５
５
１

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投

棄
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
地
域
の
道
路
や
空
き
地
、
山
林
な

ど
へ
の
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投

棄
に
お
悩
み
の
方
。
町
で
は
啓
発
看

板
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１　
有
線
０
５
５
１

普
通
救
命
講
習
会
に
ご
参
加
を

◦
と
き
・
と
こ
ろ　
５
月
22
日
㈰
＝

井
原
消
防
署　
午
前
９
時
～
正
午

◦
内　
容　
応
急
手
当
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど

◦
申
込
方
法　
講
習
会
３
日
前
ま
で

に
、
井
原
消
防
署
ま
た
は
矢
掛
出
張

所
へ
申
し
込
む
。

※
定
員
20
人
に
な
り
次
第
締
切
。

■問
井
原
消
防
本
部
警
防
課

　
☎（
62
）１
２
６
０

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
３
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税　
守
屋
岩
男
（
大

阪
府
）、
川
上
公
一
（
総
社
市
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

植
田
一
郎
、
古
城
美
津
子
、
佐
藤
清

子
（
矢
掛
）、
守
屋
一
郎
（
小
林
）、

守
屋
泰
子（
内
田
）、原
田
滿
知
子（
里

山
田
）、
妹
尾
哲
也
（
西
川
面
）、
石

井
二
郎
、
川
上
定
利
（
本
堀
）、
日

置
孝
惠
（
小
田
）、
備
陽
美
術
協
会
、

川
面
小
学
校
平
成
27
年
度
４
年
生
、

匿
名
希
望
▼
矢
掛
公
民
館
へ
（
金
一

封
）
古
城
美
津
子
（
矢
掛
）、
守
屋

一
郎（
小
林
）▼
美
川
公
民
館
へ（
金

一
封
）
木
口
明
久
（
上
高
末
）、
守

屋
泰
子
（
内
田
）
▼
三
谷
公
民
館
へ

（
金
一
封
）
川
上
洋
右
（
東
三
成
）、

ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
▼
山
田
公
民
館

へ
（
金
一
封
）
土
岐　
稔
、
原
田
滿

知
子
（
里
山
田
）
▼
川
面
公
民
館
へ

（
金
一
封
）
妹
尾
哲
也
（
西
川
面
）

▼
中
川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
石
井

二
郎
、
川
上
定
利
、（
本
堀
）
▼
小

田
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
日
置
孝
惠

（
小
田
）
▼
矢
掛
町
へ
（
金
屏
風
）

花
川
典
大
、（
図
書
カ
ー
ド
）
ど
ん

ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
▼
矢
掛
保
育
園
へ

（
高
圧
洗
浄
機
他
）
平
成
27
年
度
保

護
者
会
▼
中
川
保
育
園
へ
（
乗
用
遊

具
他
）
平
成
27
年
度
保
護
者
会
▼
小

田
保
育
園
へ
（
こ
い
の
ぼ
り
）
松
島

伸
治
、（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
他
）
平

成
27
年
度
保
護
者
会
▼
矢
掛
幼
稚
園

へ
（
な
わ
と
び
ポ
ー
ル
他
）
平
成
27

年
度
矢
掛
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
美
術
館

へ
（
油
彩
画
）
髙
谷
智
子

広

報

ク

イ

ズ

◦
広
報
ク
イ
ズ
３
月
号
の
正
解

　
「
矢
掛
」

◦
３
月
号
当
選
者

（
応
募
総
数
13
通
・
正
解
者
13
人　

賞
品
は
「
果
物
・
野
菜
の
詰
め
合
わ

せ
セ
ッ
ト
」）

　
浅
田
マ
チ
子
さ
ん
（
南
山
田
）

　
岡
田
玲
子
さ
ん
（
内
田
）

　
山
辺
裕
晃
さ
ん
（
中
）

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医　
療

療養費（コルセット等）
（2 月申請分）５月   6日㈮ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571

高額療養費
（3 月申請分）４月15日㈮

小児・心身障害者および
ひとり親家庭等医療費

（3 月申請分）
４月28日㈭

保健福祉課
福祉推進係
子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

水道料金・下水道使用料
（農業集落排水使用料を含む）
（矢掛・美川・三谷・小田地区）

4月25日㈪ 5月２日㈪

※�口座振替の人は、前日までに残高を確認してく
ださい。

　�納税・納付は安全・便利・確実な口座振替を
ご利用ください。
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◦犯罪・交通事故発生状況（平成 28 年 3 月末現在）

井原警察署
矢掛幹部派出所

■問 井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

車
上
ね
ら
い

金

属

盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

３　月 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 2 0 28
累　計 6 0 1 0 0 1 0 0 1 0 2 0 0 1 78 5 0 73

（前年比） -7 -1 +1 0 -1 +1 0 0 -1 0 -3 -2 -1 ±0 +4 -4 0 +8

※ 人身交通事故の２件は、いずれも「追突」によるものです。「景色に気をとられていたり、他のことを考えていた。」ことが原因となっ
ています。車を運転する時は脇見や、考え事はやめ、運転に集中しましょう。また、物損交通事故の過半数が高齢者の方で安全不確認、
前方不注視、ブレーキ操作の誤り等が主な原因で、自転車の自損事故で道路外へ飛び出した事故も発生しています。慣れた道でも十分な
安全確認を行い、確実な運転操作を心掛けましょう。

開催期間：三重県志摩市　５月26～27日
　　　　　倉敷市「Ｇ７倉敷市教育大臣会合」

５月14～15日
警察からのお願い
　世界各地でテロが発生する中、各国の要人が参加する
サミットは、開催地域を問わずテロなどの標的となる恐
れがあります。テロなどから県民の皆さんを守り、サミ
ットが安全かつ円滑に開催されるよう、次の点について、
ご理解とご協力をお願いします。
○�公共交通機関及びその周辺、人が多数集まる場所など
において「不審な人物」「不審な物件」「不審な車」などを

見かけたら110番するなどして警察に通報してくださ
い。
○�警察では、各地で警戒や検問などを実施しています。
不審物などを発見するため行き先をお尋ねしたり、持
ち物や車のトランクの中などを見せていただくことが
ありますので、ご協力ください。
○�期間中、会場周辺では交通の混雑が予想されます。マ
イカーの利用を自粛するなど、交通混雑緩和にご協力
ください。

注意！！ゴールデンウィークの山岳遭難
　ゴールデンウィークを迎え、「山岳遭難」の発生が懸念
されます。事故を防止し、行楽期を楽しく過ごすために
も次のことを守ってください。
○登山計画書を作成し、警察署などに提出しましょう。
○�単独での登山は、大変危険です。必ずグループで行動し、
装備品や服装を十分点検し、日程と気持ちにゆとりを
持ち、携帯電話などの連絡手段を必ず確保しておきま
しょう。
○�山菜採りでは、夢中になって道に迷うことがあります。
帰り道に目印をつけるなどして安全第一を考えましょ
う。

《岡山県自転車安全利用５則》
◎自転車は、車道が原則、歩道は例外
◎車道は左側を通行
◎歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
◎子どもはヘルメットを着用
◎安全ルールを守る

◦飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
◦夜間はライトを点灯
◦交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
◦運転中の携帯電話・傘さし運転の禁止

伊勢志摩サミット「教育大臣会合警備（倉敷市）」
にご理解とご協力を！

（写真：平成 25 年３月 10 日撮影）

　今回は矢掛の生んだ歌人である石井直
三郎について取り上げます。
　直三郎は明治23年に旧矢掛本陣石井家
の分家にあたる醤油醸造業の家に生まれ、
号を直樹といいます。矢掛中学校（現矢掛
高等学校）、第六高等学校（現岡山大学）

へ進学します。この頃から短歌をつくるようになります。
　その後、東京帝国大学国文科に進んでからは、日

ひ

夏
なつ

耿
こう

之
の

介
すけ

、西
さい

條
じょう

八
や

十
そ

らと共に文芸雑誌を発行します。さらに、
尾
お の え

上柴
さい

舟
しゅう

の指導を受け、様々な文芸雑誌の編集・発行に
尽力しました。直三郎の作風は上品でよどみなく、なだ
らかで美しいのが特色です。直三郎の実直な性格と感性

を慕った若手の歌人も多くいましたが、昭和13年
に47歳の若さでこの世を去りました。嵐山公園に
は、直三郎の功績をたたえ、「やまいくへゆふやま

いくへなかぬとりさびし
きとりのおちている山」
という歌を刻んだ碑があ
り、生まれ故郷である矢
掛のまちを温かく見守っ
ています。

矢掛町の歴史と文化財（9）

「 石 井 直三郎 」（歌人）

■問 教育委員会教育課生涯学習係
　 ☎（82）2100　有線 0780
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広
報
担
当
と
な
り
１
年
。
写
真
の

撮
影
や
記
事
の
作
成
に
は
慣
れ
て
き

た
と
は
い
え
、
毎
月
必
ず
頭
を
抱
え

て
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
た
ら
皆
さ
ん

に
伝
わ
り
や
す
い
の
か
、
読
ん
で
も

ら
え
る
の
か
、
見
応
え
の
あ
る
写
真

を
掲
載
で
き
る
か
。
答
え
の
な
い
自

分
と
の
戦
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
分
納
品
さ
れ
た
時
の
達
成
感
や
取

材
先
で
の
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
は
何

物
に
も
変
え
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
広
報
担
当
２
年
目
。よ
り
良
い「
広

報
や
か
げ
」
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

入学式  始まりのとき ４月８日㈮ 新１年生

　春！矢掛高校に新しい仲間が増えま
した。男子75名、女子84名の新１年
生たちが矢高の門をくぐり新しい高校
生活をスタート。これから始まる３年
間のドラマに夢と希望を抱きつつ、新
たな決意に目を輝かせていました。
　新しく着任した前川校長も「早く高
校生活に慣れ、自律した高校生として
逆境に負けない強さを身に付けてくだ
さい」と新入生たちを歓迎しました。

流しびな行列 ３月 27日㈰ 希望者参加

　矢掛町の恒例行事として定着
してきた春の「流しびな行列」。
矢高生たちもいろいろな場面で
このきらびやかなお祭りをサ
ポートしました。

総務企画課秘書広報室
☎（82）1010　有線0522

問

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp

第２回  ＹＡＫＯアワード 開催！ ３月３日㈭ 全校行事

　一年間のさまざまな取り組みを生徒
たちが自らの言葉と表現でプレゼンし
合う「ＹＡＫＯアワード」を開催。発
表を見た生徒・教員・来客の方々の投
票により各賞も決定。生徒同士の活動
の様子がお互いの刺激になりました。

大賞
　岡山県ユネスコスクール実践交流会

パフォーマンス賞
　英語スピーチ
　　Who can change?

活動内容賞
　YKG 60

矢高らしさ賞
　やかげ学

矢高らしさ賞
　「やあ！いかさ」
　　　　　観光ツアー

矢高らしさ賞
　環境CQ 
　　学生コンテスト

特別賞
　地域ビジネス科
　　　　　商品開発
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